


兼
次

・
詰
吉
が

四
年
振
り
に
総
合
優
腑

村
体
育
協
会
主
催
の
第
五
十
八

回
今
帰
仁
村
陸
上
競
技
大
会
が
十

月
四
、
五
の
両
日
、
村
運
動
公
園
と

村
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。

大
会
初
日
に
行
わ
れ
た
や
り
投

げ
（女
子
）で
大
会
記
録
が
更
新
さ

れ
る
な
ど
、
一二
種
日
で
村
新
記
録
。

四
種
日
で
大
会
新
が
樹
立
さ
れ
、

盛
り
上
が
り
の
あ
る
大
会
に
な

っ

た
。得

点
争
い
は
、
男
子
の
部
と
、
今

回
か
ら
得
点
競
技
と
な

っ
た
中
高

生
の
部
を
制
し
た
兼
次
・諸
志
テ
ー

ム
が
総
合
優
勝
に
輝
き
、
一剛
年
度

と
比
較
し
て
最
も
点
数
を
獲
得
し

た
与
那
嶺

・仲
尾
次
チ
ー
ム
が
躍

進
賞
を
受
賞
し
た
。

ま
た
、
村
長
賞
は
百
メ
ー
ト
ル
、

三
百
メ
ー
ト
ル
で
大
会
新
記
録
を

樹
立
し
た
金
城
研
選
手
（両
運
天
）

に
、
議
長
賞
は
、
ヤ
リ
投
で
大
会
新

記
録
を
樹
立
し
た
大
城
千
彰
選
手

（天
底
）
に
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
た
。

‖

「 ▲50代 100mの混戦を制したのは山城直樹選手(宗 )

▲優勝したハンマー投の新里真澄選手(今泊)

第
五
十
メ〈
回
本寸
陸
上
競
技
大
会

ヽ

▲デッドヒートを繰り広げた年齢別リレー

▲総合優勝の兼次・諸志チーム
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▲大会新で優勝した年齢別リレーのアンカー

諸喜田信夫選手 (兼・諸)

▲躍進賞を受賞した与・イ中チーム

會
＞
大
会
の
華
・千
六
百
Ｍ
Ｒ
を

制
し
た
の
は
謝
。越
チ
ー
ム
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総合。各部門別の団体成績表

潔 壁 11立 2位 3位

合

子

子

年

生一局

総

男

女

壮

中

兼・諸(2215点 )

与・イ中(76点 )

謝 越 (86点 )

兼・諸 (97点 )

兼・言者(17点 )

謝・越 (219点 )

謝・越 (67点 )

写・イ中(50′点)

今 泊(685点 )

与 仲 (17点 )

与・イ中(2045点 )

今 泊(64点 )

兼・諸 (47点 )

天 底 (65点 )

今 1白 (15点 )

呵
r

▲2種 目で大会記録を更新

第58回今帰仁村陸上競技大会上位成績表 (太字は新記録)村 長賞・金城研選手(両運)

諒 ヽ 報
一般男子

100m

2001n

400m

S00m

1500m

5000rn

10kl■

20kni

l10111H

4× 100mR

4× 4001ュ ]R

た高跳

走幅17[

棒高跳

砲九投

=段
跳

円盤投

ヤリ投

ハ ンマー投

氏名

金城研 (大新 )

金城研 (大新 )

上地 眸文

与那嶺一希

言性喜とI 寿

王城洋一郎

言4喜円 寿

鳥袋   ,モ

鳥袋 直志

両運天

謝 越

嘉陽 正人

玉城 光明

日場兼昇 (村新 )

大城 慎也

山城  瞬

嘉陽 安彦

大城 慎 也

新里 真澄

記録

10″  9

22″ 9

55″ 3

2′  23″  8

4′  39″  5

18′ 18″ 4

35′  32″  7

1°  31′  09″

20″ 7

49″  0

3′  58″  1

lm75

6rn27

4rn30

9rn87

1lm81

311■ 75

55m92

30m18

チーム名

両 迅

lJ 運

勢 渡

与 ⅢⅢ

功に諸

与 ⅢⅢ

)に 諸

与押Ⅲ

与 ,Ⅲ

両 連

謝 越

玉 呉

今

両 運

天

土 呉

謝 越

天

今

氏    名

島袋 正幸

上地 博文

松田 広之

新里三七翼t

王城洋一郎

平安 道 l]

新城 康人

嘉陽 智也

名渡山兼太郎

勢 波

与 中,

久田 泰丈

島袋 正幸

松田 隆政

王城  拓

田場 兼昇

上問 久仁

嘉陽 安彦

嘉陽 宗典

岳己 録

12″  1

24″  1

58″ 2

2′  25″  7

4′  39″  7

18′  22″  8

40′  24″  9

1°  31′  58″

20″  9

49″  5

3′  59″  8

l n165

6m12

2m80

9m86

と1■ 178

%mH
47m38

27rn91

チーム名

勢 渡

天

天

与 中

'宗

討〕越

与 ,Ⅲ

両逗

勢 渡

与 仲

天

宗

勢 渡

謝 たイ

両 'こ

写 仲

謝 越

湧

氏名

上原 'i也

島袋 直志

稲福  竜

Ji原 義文

平安 道li

上原 義也

比嘉  亘

仲間 彰寛

誌喜|]勝
与 仲

両 運

松 拓未

名波山業勝

上原 一也

±里 友作

王城 光明

与那 勝治

イ中本す   1享

与那嶺 進

記 録

12″  2

25″ 4

59″  1

2′  26″  9

4′  49″  3

20′  35″  7

41′  44″  9

1°  50′  07″

21″  7

50″  6

4′  00″  7

lnュ 60

5m43

2nュ 70

9m78

1l m27

23rn45

40rn58

22rn66

チーム名

今

与 仲

与 牛Ⅲ

王 呉

宗

上 呉

1勇

,勇

兼 ,そ

与 IⅢ

FF ,こ

謝 越

両 運

工 呉

勢 渡

今

宗

湧

勢 i度

一般女子

100m

200m

400rn

800nュ

100mH

3000m

4× 100mR

年締別4× 1011 nR

走高跳

走幅眺

円盤校

砲九投

ヤリ投

宮城みちよ

矢貰 明子

仲ll 綾子

大城正里砂

久出 友子

鳥袋  茜

謝 tt

謝 μ、

大 li文 小牧

中Ⅲ宗根綾美

大城 千彰

鳥袋 美雪

大城千彰 (大 新 )

15″  4

32″ 7

1′ H″ 4

2′  53″  7

20″ 4

14′  13″ 5

63″ 0

62″ 6

lm35

3m87

25m62

7m59

37rn09

訪ll〕文

土 呉

謝 lJ(

1勇

謝 ヤ〕(

与 仲

潮1越

ll'|

勢 渡

与

“

Ⅲ

天

謝 越

天

誌喜円千鶴子

宮城みちよ

比嘉みの り

鳥袋  酋

島袋  望

碗洋諸

功に 言者

仲宗根美咲

「R屋るみ子

仲本 弘美

山城 芳美

我那功;優子

15″  7

33″ 6

1′  15″ 4

3′ 01″ 5

21″  8

63″ 6

62″ 6

lm25

3n185

22rn85

7rn09

27rn28

兼 詣

謝 lJ、

1勇

与 中Ⅲ

写 |li

,に 諸

兼 語

ラ ,|〕

両 ,I

今

宗

宗

村越 舞子

仲宗根被美

謝イとあきの

内問 エ リ

天 底

与 4Ⅲ

島袋 未来

矢貫 りJ子

我洲
`平

1優子

祖父江1青美

仲本 弘美

16″  1

33″ 6

1′  18″ 4

3′  03″  5

66″ 6

65″  6

lm15

3m81

21rn84

7m09

2trn09

今

与 仲

天

)に 言者

天

写 仲

謝 越

】i呉

宗

今

今

30代女子

100m 工城憩 (小↓新 ) 15″  0 兼・諸 久田 友了 15″  3 謝 越 島袋 滝子 15″ 6 今

40代 女子

100m 仲里繊子 l小↓新 ) 15  1 謝・越 照屋るみ子(村タイ) 16″  0 両 』t 大城羊和千 16″  7 今

30代男子

1001n

1500111

走高跳

砲九投

走中・ 」lし

円盤投

島袋 勝也

,こ天  肇

山城  薫

久出 浩也

鳥袋 勝也

与刃卜嶺 誠

12  0

5′ 11″ 6

lm60

9nュ 80

51】 168

28rn60

兼 詰

両 迎

天

天

〕k 言帝

今

久世1 哲史

我那朝秀樹

仲宗根武志

新城 古武

我刃卜.ナl隆文

玉城 義克

12″  4

5′  32″  5

l m50

9m49

4nュ 89

25rn80

天

今

兼 語

玉城  武

Il予 仲 T法
土地  太

仲尾次浩徳

久田 哲史

久円 浩也

13″  1

5′  32″  7

l m40

9m34

4m78

25 rn63

謝 越

与 中Ⅲ

宗

今

天

天

40代男子

100m

800m

円盤投

走幅跳

走高跳

砲丸投

鳥袋 辛 l中

城間 喜光

子那嶺勝りJ

大嶺  教

我那朝宗康

石川 |■ 隆

12″  3

2′  25″  4

29m81

5m36

lm55

10n128

兼 詣

兼 諸

謝 れ、

与 仲

今

我那″H宗康

工城 道夫

1」 城 正樹

山城 正樹

1城  作

仲原 政秀

13″  1

2′  27″  6

27rn00

5rn03

l m50

9rn38

与 ⅢⅢ

謝 越

宗

宗

宗

宗

金城 寛信

山城  嘉

新城  満

比嘉 芙耳」`

大,=Ⅲ

‐  教

山城  智

13″  3

2′ 31″ 9

24m66

4niS5

lm50

9n136

謝 越

兼 諸

今

兼 諸

謝 越

兼 ,イ

50ft男 子

100m

砲丸投

山城 直樹

石嶺 光敏

14″  1

9m90 士静平

与洲
`嶺

 智

大城 秀オ下

14″  1

9n40

身任 戸哲

身縫 岳帝

大城 淳良

平安 常弘

14″ 3

8rn64

天

玉 呉

60代男十

100m

砲九投

年齢別4X100mR

諸喜円信夫

与那嶺政有

兼・諸 (大新 )

14″  0

8rn76

52″  6

功に言者

与 仲

兼・:祐

与那嶺政有

運天 llt若

今1白

15″  1

8n167

58″  3

勺 中Ⅲ

両 運

今

用港 朝和

大城 藤正

湧川

15″  3

8rn40

60″ 3

天

芽健諦

湧

▲ヤ リ投で大会記録を更新

議長賞・大城千彰選手 (天底)

▲村記録の4m30を クリアする

田場兼昇選手 (両運)

▲今大会から得点競技となった

高校生リレー
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上′

初
代
の
創
立
五
周
年
記
念
図
書

館
は
「
思
わ
ず
足
音
を
忍
ば
し
め

る
よ
う
な
」
雰
囲
気
を
も

つ
学
習

セ
ン
タ
ー
的
な
も
の
で
あ

っ
た
か

ら
、
図
書
館
と
し
て
進
学
指
導
対

策
を
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
よ
う

に
思
う
。
し
か
し
　
さ
ら
な
る
利

用
の
拡
大
を
見
込
ん
で
三
倍
の
建

坪
で
再
現
さ
れ
た
二
代
目
図
書
館

は
、
学
習
セ
ン
タ
ー
的
な
も
の
か

ら
次
第
に
限
ら
れ
た
顔
な
じ
み
の

生
徒
等
が
出
入
り
す
る
雰
囲
気
を

も

つ
館
に
変
わ
り
、
そ
の
利
用
に

も
か
げ
り
が
み
え
て
き
た
。

学
校
が
変
わ

っ
た
の
で
あ
る
。

普
通
科
だ
け
の
学
校
か
ら
商
業
科

家
政
科
を
併
設
す
る
学
校
に
な
り

通
学
区
域
の
変
更
な
ど
も
加
わ

っ

て
、進
路
指
導
の
対
応
が
多
様
化
し
、

し
、進
学
率
も
低
迷
し
て
き
た
。
一

方
で
は
各
家
庭
に
テ
レ
ビ
が
普
及

し
、
映
像
、
マ
ン
ガ
等
の
影
響
か
ら

く
る
活
字
離
れ
等
、
い
る
い
る
と

原
因
が
指
摘
さ
れ
る
な
か
で
、
改

め
て
進
路
指
導
、
読
書
指
導
に
そ

の
対
処
策
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。

今
号
で
は
　
か
げ
り
が
み
え
た

図
書
館
利
用
に
地
道
な
進
学
指
導

で
新
し
い
灯
を
と
も
し
た
温
も
り

の
あ
る
話
を
し
た
い
。

故
上
間
政
春
先
生
は
、
そ
の
著

書
「親
と
師
と
友
（わ
た
し
の
足
跡
こ

の
中
の
Ｔ
一度
北
山
高
校
に
勤
め
る
」

の
頂
で
「進
学
指
導
の

一
環
と
し
て
、

て
、
旺
文
社
の
ラ
ジ
オ
講
座
の
利

運

天

政

一

用
を
考
え
た
」
と
、
か
な
り
詳
細
に

述
べ
て
い
る
。

当
時
　
旺
文
社
で
は
受
験
講
座

を
テ
ー
プ
に
収
め
、
講
座
テ
キ
ス

ト
を
あ
る
程
度
ま
と
め
て
注
文
す

る
と
、
月
ご
と
に
無
償
で
テ
ー
プ

を
貸
与
す
る
制
度
を
と

っ
て
い
た
。

先
生
は
こ
れ
に
気
付

い
て
利
用
、

一
月
分
、
各
教
科
の
テ
ー
プ
が
く

る
と
、
図
書
館
に
備
え
つ
け
、
司
書

が
図
書
貸
出
の
要
領
で
貸
与
し
た
。

月
ご
と
に
返
還
す
る
と
翌
月
は
新

し
い
の
を
貸
与
し
て
く
れ
た
。
先

生
は
月
々
の
利
用
統
計
を
と

っ
て

生
徒
ら
を
激
励
、
か
な
り
効
果
が

あ
が

っ
た
と
思

っ
て
い
る
、
と
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
　
ア」
の
項

の
末
尾
に
「最
後
の

一
年
　
授
業

を
担
当
し
た
普
通
科

一
年
生
に
は

英
語
の
好
き
な
子
供
た
ち
が
多
く

張
り
合

い
が
あ

っ
た
。
後
年
こ
の

中
か
ら
現
役
で
国
費
の
医
学
専
攻

に
進
ん
だ
子
な
ど
も
出
て
‥
・万

丈
の
気
を
吐
い
て
く
れ
た
。」
と
特

筆
さ
れ
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。

元
司
書
の
上
間
悦
子
さ
ん
も
「図

書
館
の
記
録
」
の
中
で
、
借
り
受
け

た
テ
ー
プ
は
毎
月
四
〇
本
、
現
今

帰
仁
診
療
所
長
の
石
川
清
和
氏
ご
一

〇
期
）
が
よ
く
利
用
し
て
い
た
こ
と
、

と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
上
問
政
春

先
生
の
陰
の
計
ら
い
が
忘
れ
ら
れ

な
い
と
記
し
て
い
る
。

今
帰
仁
診
療
所
長
石
川
清
和
氏

に
つ
い
て
は
今
さ
ら
私
が
述
べ
る

ま
で
も
な
い
が
、
「わ
が
街
　
い
き

な
人
」
や
「
リ
ー
ダ
ー
登
場
女

い
ず

れ
も
琉
球
新
報
）
、
最
近
で
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
「今
帰
仁
ふ
る
さ
と
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
発
足
な
ど
、
ア」
れ
ら

一
連

の
記
事
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
に

つ
け
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
人
の
、
ふ

る
さ
と
に
か
け
る
熱

い
思
い
に
た

だ
頭
が
下
が
る
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
生
き
活
き
健
康
通
信

「長

寿
パ
ワ
ー
に
あ
や
か
り
た
い
子
ン

リ
ー
ズ
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

村
の
診
療
所
が
村
民
の
健
康
を
し

っ
か
り
守

っ
て
い
る
姿
を
垣
間
見

た
よ
う
な
気
が
し
た
。

昭
和
五
二
年
春
、
現
役
の
国
費

留
学
生
と
し
て
、
母
校
・郷
里
の
期

待
を

一
身
に
担

っ
て
医
学
の
道
に

進
ん
だ
石
川
清
和
氏
が
、
本
ウ
期
待

に
応
え
て
着
々
と
歩
を
進
め
て
い

る
姿
に
熱

い
も
の
を
感
ず
る
。
石

川
氏
が
今
帰
仁
診
療
所
に
赴
任
し

て
十
年
、
村
お
こ
し
に
次
々
と
実

績
を
重
ね
て
い
る
が
、
彼
が
村
内

の
す
べ
て
の
学
校
に
図
書
の
寄
贈

を
し
、
学
校
関
係
者
を
感
激
さ
せ

た
こ
と
を
聞
い
た
の
は
五
年
ほ
ど

前
の
こ
と
。
ア」
の
話
を
聞

い
た
折

り
に
は
、
「若
い
の
に
今
時
　
感
心

な
後
輩
が
い
る
」
程
度
の
並
み
の

受
け
と
り
方
を
し
て
い
た
が
、
〈
ラ

に
し
て
思
え
ば
の
感
を
深
く
す
る
。

そ
れ
は
　
故
上
問
政
春
先
生
が

図
書
館
に
と
も
し
た
進
学
指
導
の

灯
を
、
石
川
氏
が
旺
文
社
の
「蛍
雪

時
代
」
に
し

っ
か
り
と
受
け
と
め
、

と
も
し
た
灯
を
受
け
継

い
で
い
る

よ
う
に
、私
に
は
思
え
る
。
図
書
の

寄
贈
を
皮
切
り
に
、
次
々
と
村
の

振
興
に
貢
献
す
る
姿
に
ロ
マ
ン
を

感
ず
る
昨
今
で
す
。

―
母
校
図
書
館
と
進
学
指
導
―

・劫

一剤
ｂ

（締
篤
響
落
一ち

練
撼
＝
い

の
謂
〔
〕

石川清和所長 故上間政春先生
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今
帰
仁
中
が
六
活
醒

|

第
二
十
回
国
頭
地
区
中
学
校
陸

上
競
技
大
会
が
十
月
十
二
日
、
名

護
市
営
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、

国
頭
地
区
内
の
中
学
校
二
十
八
校

国
頭
地
区
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

が
参
加
し
て
技
を
競
い
合

っ
た
。

村
内
中
学
校
が
統
合
さ
れ
初
め

て
今
帰
仁
中
学
校
が
出
場
。
女
子

の
部
三
位
、
男
子
の
部
四
位
、
総

合
３
位
に
入
り
大
健
聞
し
た
。

、
上
位
三
位
ま
で
に
入
賞
し
た
選

手
は
次
の
と
お
り

▲大活躍した3年生

▲走高跳で優勝した
上原一樹君

嶺 山 宮
井 城 城

貴 香 愛
乃 那

▲100MHで優勝した

山城梨沙さん

【男
子
】

二
年
百
Ｍ

共
通
八
百
Ｍ

二
年
千
五
百
Ｍ

共
通
走
高
跳

共
通
砲
丸
投

三
位

石
川
　
太

一

二
位

山
城
公
太
郎

一
位

金
城
　
聡
大

一
位

上
原
　
一
樹

二
位

玉
城
　
雄
哉

【女
子
】

一
年
百
Ｍ

一
年
八
百
Ｍ

二
年
八
百
Ｍ

共
通
百
Ｍ
Ｈ

一
年
四
百
Ｍ
Ｒ

二
年
四
百
Ｍ
Ｒ

共
通
走
高
跳

二
位

仲
村
　
利
紗

二
位

仲
村
　
風
子

三
位

嘉
陽
恵
理
香

一
位

山
城
　
梨
沙

二
位

仲
村
　
利
紗

二
位

新
城
　
彩
花

与
那
嶺
里
菜
子

山
川
明
日
香

ハ
ミ
ル
ト
ン
レ
ネ

三
位

内
間
　
友
貴
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規手で
卑しぃ渾動復

み
ん
な
の
協
力
で

犯
罪
の
な
い
村
に
し
さ
つ

平
成
十
五
年
全
国
地
域
安
全

運
動
今
帰
仁
地
区
住
民
大
会
が

十
月
九
日
、
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

大
会
に
は
、
本
部
地
区
防
犯
協

会
を
は
じ
め
村
内
の
児
童
生
徒
や
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
多
数
が
参
加
。
田
中

英
治
防
犯
協
会
長
が
「県
内
で
犯

罪
が
増
え
、
誰
で
も
犯
人
や
被
害

者
に
な
る
時
代
に
な

っ
た
。
子
供

た
ち
が
す
く
す
く
育

つ
よ
う
に

全
国
地
域
安
全
運
動

安
全
な
村
に
し
て
い
こ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。

そ
の
後
、
中
学
生
、
高
校
生
代

表
が
地
域

の
安
全
に

つ
い
て
の

意
見
発
表
が
あ
り
、
仲
宗
根
美
智

恵
さ
ん
（今
帰
仁
中
三
年
）
は
、
「学

校
や
職
場
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、

事
件
が
発
生
す
る
と
思
う
。
家
庭

や
地
域
、
み
ん
な
で
声
を
か
け
あ
っ

て
住
み
よ
い
地
域
に
し
よ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

大
会
終

了
後

予
定

し

て

い
た

パ

レ
ー

ド

は
雨

天

の
為
中

止

に

な

っ
た
。

十
月
十

一
日
、
村
立
保
育
所

（仲
尾
次

・

中
央

・
仲
宗
根

。
今
帰
仁
）

の
合
同
運

動
会
が
雨
天
の
た
め
村
民
体
育
館
で
開

か
れ
た
。

園
児
た
ち
は
保
育
所
ご
と
に
設
け
ら

れ
た
四
つ
の
コ
ー
ナ
ー
か
ら
入
場
。
全

園
児
の
楽
し
そ
う
な
準
備
体
操
か
ら
始

ま
り
、
か
け
っ
こ
や
ゆ
う
ぎ
、
エ
イ
サ
ー

な
ど
を
か
わ
い
く
披
露
し
た
。

朝
早
く
か
ら
我
が
子
や
孫
の
晴
れ
姿

を

一
日
み
よ
う
と
、
大
勢

の
父
母
や
家

族
ら
が
詰
め
か
け
、
歓
声
や
拍
手
が
低

育
館
に
こ
だ
ま
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
。

▲事件・事故が多くなったと話す田中英治防犯協会長

村立保育所

▲楽しくエイサーを踊る子供たち
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村
出
身
関
係
子
弟
が

三
度
目
の
受
賞
！

き
を
信
じ
て

ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た

「ミ

ス
琉
装
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
ミ
ス

に
選
ば
れ
た
森
田
カ
メ
ヤ
さ
ん

（二

十
歳
）
が
十
月
十
三
日
来
村
。
湧

川
区
公
民
館
で
歓
迎
会
が
開
か
れ

た
。カ

メ
ヤ
さ
ん
は
、
祖
父
が
湧
川

区
出
身
の
日
系
三
世
。
歓
迎
会
に

は
神
谷
源
清
さ
ん

（
二

一
七
九

ｆ

一
番
地
）
は
じ
め
多
く
の
親
族
が

ミ
ス
琉
装
が
湧
川
を
訪
間

か
け
つ
け
た
。

熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、
感
激
し

た
カ
メ
ヤ
さ
ん
は

「お
じ
い
ち
や

ん
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
る
こ
と
が

で
き
て
幸
せ
で
す
。
今
帰
仁
村
の

様
子
を
ブ
ラ
ジ
ル
の
み
ん
な
に
報

告
し
た
い
。
」
と
話
し
、
お
礼
に

ミ
ル
ク
ム
ナ
リ
の
演
奏
に
合
わ
せ
、

琉
球
太
鼓
を
披
露
し
た
。

沖
縄
の
文
化
や
琉
舞
な
ど
に
興

JL部製 植 が
教育賢田に
200石田寄付

Ｆ

ｔ

ヽ

味
が
あ
る
と
話
す
カ
メ
ヤ
さ
ん
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
県
系
代
表
親
善
使
節

と
し
て
、
十

一
日
に
開
幕
し
た

「那

覇
ま
つ
り
」
に
参
加
し
た
。

県
内
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
方
々

の
話
を
聞
き
、
そ
の
人

の

「生

き
方
」

「地
域
の
よ
さ
」
を
学
び
、

児
童

一
人

一
人
に

「将
来
の
夢
」

を
抱
か
せ
よ
う
と
十
月
十
五
日
、

今
帰
仁
小
学
校
体
育
館

で

「
ふ

る
さ
と
講
話
」
と
題
し
た
講
演

会
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
は
、
同
校
卒
業
生
で

「沖

縄
瓦
斯
」

や

「湧
川
商
会
」

を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
現
在
も
会
長

と
し
て
活
躍
中

の
湧
川
善
二
郎

さ
ん

（謝
名
出
身
）
が
講
演
。

「幼

い
頃
に
父
親
を
な
く
し
、

貧
乏
だ

っ
た
小
学
校
生

の
頃
に
、

体
や
精
神
が
き
た
え
ら
れ
、
戦

争
中
も
試
練

の
時
だ

っ
た
。
親

や
目
上

の
人
を
大
事
に
し
、

日

本
の
た
め
、
世
界
の
た
め
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
後
輩
に
あ
た
た

か
い
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。

五
年
生
の
親
川
遥
さ
ん
は
「湧

川
さ
ん
の
「感
じ
た
ら
行
動
に
移

す
」
と
い
う
言
葉
が
心
に
残
り
ま

「村
の
子
供
た
ち
の
教
育
費
用
に
」
と
北

部
製
糖
今
帰
仁
事
業
所
長
ら
が
十
月

一
日

村
役
場
を
訪
ね
三
百
万
円
を
寄
付
し
た
。

同
社
の
又
吉

一
夫
今
帰
仁
事
業
所
長
は

「今
ま
で
の
精
製
糖
工
場
か
ら
脱
皮
し
加

工
糖
工
場
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
村
内
中
学
校
が
統
合
さ
れ
た

こ
の
機
会
に
、
地
域
の
子
供
た
ち
の
体
力
、

学
力
向
上
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
い
き

さ
つ
を
話
し
た
。

仲
里
吉
徳
村
長
は
「村
を
担
う
子
供
た

ち
の
た
め
に
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
帰
仁
事
業
所
も
新
し
い
形
で
頑

張

っ
て
ほ
し
い
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

▲村長室を訪れた北部製糖職員ら

▲大勢の子供たちに迎えられた湧川さん

▲花束を手に笑顔の森田カメヤさん

ひ
ら

頑
張
れめ

■
西
■

Ｅ

湧
川
善
三
郎
さ
ん

（湧
川
商
会
会
長
）
が
母
校
で
語
演

▲「人生の基礎づくりをやった」

今帰仁小学校で講演する湧川さん

し
た
。
私
も
い
っ
ぱ
い
勉
強
し
て
、

い
ろ
ん
な
体
験
を
し
て
女
社
長

に
な
れ
た
ら
い
い
な
ぁ
」
と
話
し

て
い
た
。
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暗 今
し 拍
み 区
な 民
力|力こ

ら 別

今
帰
仁
城
跡
の
正
面
に
あ
り
、

建
設
か
ら
七
十
余
年
が
過
ぎ
、
老

朽
化
し
た
鳥
居
の
撤
去
が
決
ま

っ

た
た
め
、
九
月
二
十
二
日
、
今
泊
区

民
約
四
十
人
が
別
れ
を
惜
し
み
な

が
ら
記
念
撮
影
を
行

っ
た
。

鳥
居
は
、
昭
和
五
年
に
関
西
今

泊
郷
友
会
岡
山
支
部
な
ど
の
寄
付

と
大
勢
の
今
泊
区
民
が
汗
を
流
し

て
建
設
を
さ
れ
た
も
の
。
そ
の
後
、

今
帰
仁
城
跡
の
鳥
居

城
内

に
北
山
神
社

を
創
設
す

る
こ
と

が
沖
縄
県
庁
で
決
ま
っ

た
が
、
戦
争
の
終
未

と
と
も
に
神
社

は

建

て
ら
れ
な
か

っ

た
経
緯
が
あ
る
。

撮
影
を
終
え
た
お
年
寄
り
は
、
「シ
マ
ー
の
先
輩
方
が
浜

か
ら
砂
を
は
こ
び
、
苦
労
し
な
が
ら
作

っ
た
建
築
物
が
な

く
な
る
と
さ
び
し
く
な
る
」
と
話
し
て
い
た
。

夕爆Jスティナから―「
リリアナヘ ′―

南米移住者子弟研修生

れ
を

記
倉
撮
影

み
な
さ
ん
始
め
ま
し
て
、
仲

宗
根
リ
リ
ア
ナ
で
す
。

村
南
米
移
住
者
子
弟
研
修

生
と
し
て
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
・

コ
ル
ド
バ
市
か
ら
来
ま
し
た
。

九
月
下
旬
に
初
め
て
日
本

に
来
ま
し
た
。
沖
縄
は
想
像
以

上
に
美
し
く
、
人
々
は
親
切
で

と
て
も
気
に
入
り
ま
し
た
。

私
の
趣
味
は
、
絵
画
や
芸
術

鑑
賞
で
す
が
、
沖
縄
の
音
楽
に

も
興
味
が
あ
り
ま
す
。

二
月
ま
で
名
桜
大
学
で
日

本
語
と
日
本

の
文
化
を
勉
強

し
ま
す
。
多
く
の
方
々
と
知
り
合
い

に
な
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

人
に委

隔
状

請

■i■
= ▲もうすぐ撤去される鳥居前で記念撮影▲仲宗根 リリアナさん

本村の輪ギク、小ギクが

拠点産地に認定される

隠婁F檸 拗f製 虫遺胞轟 史謹 夢

ー

ー

ー

人
権
擁
護
委
員

十
月

一
日
付
け
で
、
次
の
二
人
の
方
々
が
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、

家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
相
続
、
借
家
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

村
民
の
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

九
月
二
十
四
日
、
本
村
の
輪
ギ

ク
、
小
ギ
ク
の
二
品
目
が
農
林
水

産
戦
略
品
の
拠
点
産
地
に
認
定

さ
れ
た
。

拠
点
産
地
認
定
と
は
、
「お
き

な
わ
ブ

ラ
ン
ド
」
の
確
立
と
、
生

産
供
給
林
制

の
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
各
市
町
村
が
申
請
、

県
農
林
水
産
部
が
審
査
認
定
す
る
。

今
回
認
定
さ
れ
た
地
域
を
含
め
、

県
内
で
は
十
二
品
日
、
十
九
産
地

と
な
り
、
本
村
は
平
成
十
二
年
に

認
定
さ
れ
た
す
い
か
に
次
ぐ
三

品
目
と
な
っ
た
。

＞

拠
点
産
地
に
選
ば
れ
た

市
町
村
の
代
表
ら

新城元さん 上間悦子さん 三輪茂穂さん
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今帰仁城跡周辺遺跡資料
整理作業員の募集
(平成15年度今帰仁城跡周辺整備事業・等)

作業内容

募  集
勤 務 地
期  間
時  給
問 合 せ

資料整理作業
(出土品の整理・細い作業になります)

若千名
旧兼次中学校内
平成15年 11月 ～平成 16年 3月
725円

社会教育課 文化財係 563201

11月 9日 は衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査の

投票日
有権者の普さんは村選挙管理委員会から郵送された入場券に

より指定された投票所で投票して下さい。

お問い合わせは選挙管理委員会へ。 電話56‐2101(内線401)

やんばる圏高校生英語
スピーチコンテスト

日 時 平成 15年 11月 22日 (上)午後 2時
会 場 名桜大学 多目的ホール
主 催 名護市国際交流親善委員会
問い合わせ先

名護市国際交流会館 5卜0123(伊藤、上原)

やんばる地域の高校生の英語発表力の向上と国際理解の高揚
を図ることを目的とし、英語スピーチコンテストを開催いたしま

す。多数の方のご来場をお待ちしています。

平成¬6年度

沖縄県立名護養護学校

幼稚部幼児募集
1 教育目標
一人ひとりの幼児の特性に応じた適切な働きかけを通

して、個性や諸能力の伸長に努め、集団生活に慣れるよう
にする。

2 教育内容
本校幼稚部においては、遊びを中心とした様々な体験

を通して「健康の保持J「人間関係、コミュニケーション」「環
境の把握」「言葉」「表現」の発達を促すよう個々の幼児の
実態に応じて毎 日の保育を展開しています。

①生活活動

②遊び活動

③自立活動

④交流保育

日常生活に必要な習慣 (衣服の着脱、食事、排泄、

清潔等)の形成及び定着を促す活動
運動遊び、音楽リズム遊び、表現遊び、工作遊び

など

障害によっておこる様々な困難を改善・克服し、

自立をめざすことをねらいとした活動
地域や居住地の幼稚園や保育所等との交流

3 対象幼児
平成 16年 3月 31日 までに満年齢が 3歳、4歳、5歳

に達する幼児。

4 入学志願受付期間
平成16年 2月 9日 (月 )～ 2月 10日 (火 )

5 問い合わせ先
沖縄県立名護養護学校 (名護市字宇茂佐760)
幼稚吉呂 石チII 敏子  TEL0980 52 0505

※「平成16年度沖縄県立名護養護学校幼稚部入学者選抜
募集要項」は、本校及び最寄 りの市役所・町村役場で受け
取ることができます。

「3しょく(食・色)ゲッツ !

ぼくら自鶏麟 ぴω耐」
北部福祉保健所では、平成13年度から「コンビニ世代のよりよ

い食生活推進事業」|こ取り組んでいます。その一環として、今年も

「食のイベント2003」 を開催します。イベントに合わせて国頭教

育事務所管内の小中挙校から食の替え歌を募集して、イベット当

日は応募いただいた学校 |こ会場で歌っていただきます。そして、

見応えたっSりの食に関する展示もあります。食のイベントと合

わせて、北部農業改良普及セツターのちゆら市フェヌテイバルも

開催されます。

親子そろって楽しめるイベントです。た<さんの方のご来場√D‐

待ちしています。

日にち :平成 15年 12月 6日 (土)12:00よ り

場所 :名護市民会館 大ホール

問合せ先 :J船[福祉保健所 健康推進課 電話 :52‐5219

『今帰仁村の合併を考える語演会』
1.趣  旨
多様化する行政需要に対応しつつ行政サービスの向上を図る

ため「市町村合併Jは避けて通れない口果題となっています。県

で尋巣ぁ守懸博倉籍P縁塚げ昇惑驀罠己石憲絶議爺乎塚縁婆慕
あります。この講演会を契機に村民の気運醸成を図ることを目
的としています。

2.主  催

3.日  時

4.会  場

5.基調講演

今帰仁村

平成15年 11月 21日 (金) 午後 6時から8時

今帰仁村コミュニティセンター

講師前津榮健 (沖縄国際大学法学部教授)

お
知
ら
せ

こ
の
度
、
村
営
葬
斎
場
に
村
民
福
祉

の
向
上
と
生
活
改
善
を
図
る
目
的
で
村

の
祭
壇
を
設
置
し
ま
し
た
。
づ
◆
利
用
の

際
は
、
村
役
場
保
健
予
防
課
に
申
し
出

て
下
さ
い
。



斎行す舌前にインフ′bエンザ阿訂阿捜蓮を :

日本では毎年冬になるとインフルエンザの流行がみられますが、インフルエンザとSARSは 症状がよ<似ているた

め混舌しが予想されます。

インフルエンザにかからないようにすることでSARS診 断を容易|こ し、早めに治療を開始することができます。

インフルエンザの予防接種lよ 効果がでるまでに 2週間程かかります。流行は天候にもよりますが12月 中旬から3月上

匈ですので、早めの接種を 1

また、
~母

年接種することが必要です。インフルエンザウイルヌは、
~母

年変化しながら流行するため、その年十こ流行が予測

されるウイルスのワクチンを接種してあ<ことが有効です。

-65歳以上のインフルエンザ予防接種のお知らせ―
対 象 者 :①65歳以上の者

②60歳以上65歳未満の者で心B蔵・じん臓・呼吸器の機能または、ヒト免疫不全

ウイルスによる免疫の機能 |こ 障害を有するもの。

受付接種期間:平成15年 10月 20日 (月 )～平成16年 2月 28日 (土)ま で

接 種 場 所 :今帰仁村立診療所、北山病院、古宇利診療所

受付・接種方法:希望者は、村の指定する医療機関窓□で受付し、予診票の記入・間診を行い接種する。

自 己 負 担 :1,000円

ただし、生活保護世帯の自己負担はありません。(全額免除)

問い合わせ :今帰仁村保健センター TEL:56-1234

9 広 報 な き じん 鬱oo3年)平成15年 11月 1日

本
LJに は皆様の様々な悩みにお答えするた

めの相談窓日があります。相談は無料で秘密
は守られます。お気軽にご相談ください。

◎法律相談
(相 談員)玉城嵩男 弁護士

◎人権相談
(相談員)地元人権擁護委員

上間 悦子 TEL56 3254
謝花 勝子 TEL56 2716
三輪 茂穂 TEL5∈ 5197

新城  元 TEL56 3640

◎行政相談
(相談員)新垣 侃 TEL56 3148
と き 平成 15年 11月 19日 (水 )

10時～15時

ところ 村コミュニティセンター

秋の全国火災予防運動について
11月 9日 は,119番の日。そこで11月 9日から15日 までの間「 その油断
火から炎へ  災へ」をスローガンに秋の全国火災予防運動が全国―斉

にスタートします。

住宅防火 いのちを守る 7つのポイント
ー3つの習慣・4つのポイントー

3つの習慣
○ 寝たばこは、絶対にやめる。
O ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

の対策
逃げ遅れを防ぐ為に、住宅火災警報器を設置する。
寝具や衣類からの火災を防ぐ為に、防炎製品を使用する。
火災を小さいうちに消す為に、住宅用消火器等を設置する。
お年寄りや身体の不自由な人を守る為に、隣近所の協力体制をつくる。

つ４
０

０

０

０

みんなのため、家族のため、そして自分のため

国民年     くれて

国民年金l」〔、サラリーマンなどの厚生年金や共済組合の

加入者も納付しています。
ひとlま だれでも老いることから逃れることはできません。

必ず訪れる老後の生活設計に国民年金 |よ な<て |ま なり

ません。

11月は「国民年金制度推進月間」です !

国民年金に関する問い合わせ先

今帰仁1寸イ貴場  福祉課  TEL 56-4189

名護社会保険事務所  TEL 52-2814
～介護者が元気であつてこそ、

お年寄りも健やかです～

家族介護教皇及び家族介護者交流事業のお知らせ
介護で大変な思いをしていませんか ?介護者の健康づくりや

介護の実際に役立てていただきたく介護者教室及び介護者の交

流会を開催 します。 たずさわっている方

ならどなたでも

例 1

例 2

例 3

例 4

ま

事業 内容

日頃の介護からくる身体的障害 (腰痛、膝痛等)

を緩和する方法を勉強する

痴呆を正しく理解し、その対処方法や相談機
関をうまく利用する方法を勉強する

介護からくる悩みを語り合い仲間同士の交流
を通し、ス トレス軽減方法を勉強する
心身をいやすための日帰 り旅行や娯楽鑑賞、
レクレーションを楽しむ

日  時
平成15年 ‖月20日 より開始(6回に分けて実施)

※参加希望者,興味のある方は下記までお問い合わせ下さい。

役 場 福 祉 課 票族介離敏室担当まで 電話 56‐4189

社会福祉協臓会 票旗介離敏室担当まで 電話 56‐4742
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保健師
だより

母
子
保
健
事
業
の
紹
介

ピ
ア
マ
マ
教
室

乳
幼
児
を
持

つ
お
母
さ
ん
、
ピ
ア
マ
マ

教
室
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

ピ
ア
＝
仲
間
の
意
味
。

「嫁
い
で
き
て

近
く
に
友
達
が
少
な
い
」

「育
児
の
悩
み

を
相
談
す
る
人
が
い
な
い
」

「子
ど
も
と

の
関
わ
り
方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

「離

乳
食
作
り

っ
て
難
し
い
」
な
ど
の
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
村
で
は
、
同
じ
年
頃
の
子
を
持
つ

お
母
さ
ん
が
集
ま
り
、
子
育
て
の
方
法
や
技

術
を
学
び
な
が
ら
、
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に

ピ
ア
マ
マ
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

去

っ
た
九
月
十
八
日
に
は
、
名
護
疾
育

園
よ
り
理
学
療
法
士
の
金
城
さ
な
え
さ
ん

を
お
招
き
し
、

「赤
ち
ゃ
ん
体
操
」
を
行

い
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
と
ス
キ
ン
シ
ツ
プ

を
し
な
が
ら
皮
膚

へ
の
心
地
よ
い
刺
激
と

マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
よ
り
発
達
を
促
す
と
と

も
に
、
確
か
な
母
と
子
の
絆
を
強
く
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
や

体
操
の
仕
方
を
学
び
、
ま
た
オ
モ
チ
ャ
や

く
つ
の
選
び
方
、
お
座
り
の
姿
勢
等
に
つ

い
て
も
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
達
か
ら
は

「日
頃
忙
し
く
上

の
子
に
手
を
と
ら
れ
て
い
て
ス
キ
ン
シ
ツ

プ
が
足
り
な
か

っ
た
」

「
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

し
な
が
ら
ス
キ
ン
シ
ツ
プ
を
と
り
た
い
と

思

っ
た
」

「体
操
は
し
て
い
た
が
マ
ッ
サ

ー
ジ
等
は
初
め
て
だ

っ
た
の
で
習
え
て
良

か
っ
た
」
と
好
評
で
し
た
。

今
月
は

「赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
」
を
開
催

し
ま
す
。
子
ど
も
の
心
の
発
達
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
絵
本
。
読
み
聞
か
せ
の
仕

方
、
絵
本
の
選
び
方
を
勉
強
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
方
、
他
の
お
母
さ
ん
と
ゆ
ん
た

く
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
方
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
、
お
気
軽
に
参
加
下
さ
い
。

「
赤
ち

ゃ
ん
と
絵
本
」

講
師

中
く
す
ぬ
ち
平
和
文
化
館

真
栄
城
栄
子

先
生

日
時

中
十

一
月
二
十
五
日

（火
）

午
後

一
時
半
～
四
時

会
場

中
保
健
セ
ン
タ
ー

育
児
仲
間

こ
の
指
と
～
ま
れ
ｒ

場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（集
検
ホ
ー
ル
）

開
放
日
　
毎
週
月
曜
日

午
前
十
時
～
午
後
四
時

日
頃
、
部
屋
で
過
ご
す
事
の
多
い
親

子
の
皆
さ
ん
、
ち
よ
っ
と
外
に
出
て
み

ま
せ
ん
か
。

親
子
で
気
軽
に
遊
べ
る
場
や
、
育
児

仲
間
の
交
流
を
求
め
て
い
る
方
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
ゆ
ん
た
く
し
ま
し
ょ
♪

お
問
合
せ

今
帰
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
五
六
十

一
二
三
四

今
帰
仁
分
団
が

ボ
ン
プ
車
操
法
で
厘
勝

第
十
五
回
北
部
地
区
消
防
操

法
大
会
が
九
月
二
十
九
日
、
本

部
町
運
動
公
園
で
五
地
区
の
消

防
団
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

本
部
今
帰
仁
消
防
団
今
帰
仁

分
団

（島
袋
辰
也
団
長
）
が
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
に
出
場
。
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
て

優
勝
を
飾
っ
た
。
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11月 /霜月

○ソデイカ ○一人暮らし老人激励会

○おもちゃ (9:00～ 12:00 コミセン)

○壮年ソフトボール大会(サブグラウンド)

○保健推進員育成教室 振替休日

○リハビリ Oピアママ教室 (1330～ )

16130 コミセン
リハ リ

○村チャリティーゴルフ大会 O心配ごと相談 (1&30～ 1&30 コミセン)

ODPT(1630～ ) ○デイケア

○おもちゃ図書館 コミセン)

12100 コミセン

○漁協朝市 ○今帰仁ミャークニー大会 (1&00～  コミセン)

○村バレーボール選手権大会

○ゆいま―る

12月 /師走○心配ごと相談 (1&30～ 1630 コミセン)

○健康相談 (&30～ 1lBO)

○ウエ放流 ○ゆいま―る (与那嶺)

13:20´ヤ Oリ ハビリ
○心配ごと相談 (1&30～ 1&30 コミセン)○おもちゃ (9:00～ 12:00 コミセン)

○村婦人ソフトバレーボール大会 01才 6ヶ 月 3才児健診 (13Ю O～ )

―キング

○ゆいま―る (仲尾次) ○区長会

13:30～ ○牛セリ市 (1030～ )

○おもちゃ図書館 (900～ 12ЮO コミセン)○ゆいま―る (運 今)

18:30～ 16:30 コミセン

○法律 行政 人権相談 (lα 00～ 1&00 コミセン) ○第7回 },組県市郡対抗女子駅伝大会
いま―る

(13:30～ ) 成教室

23日
24月

ヂ
」

寄
　
付

村
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

Ｏ
石
川
苗
子
さ
ん

（与
那
嶺
三

一
六
）
よ
り
米
寿
祝
返
し

と
し
て
五
万
円

Ｏ
嶺
井
光
子
さ
ん

（仲
宗
根
二
九
八
）
よ
り
夫
、
厚
男
様

の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2004年版

B中籠瞑R←帳
沖縄のすがたが一日で分かる

便利でスマートな手帳 !!

どうぞご利用<ださい。

―規本各。価格一 申込締切 41/12錦まで

大型|1反 サイズ (9cm× 14cm)・・・600円

小型片反サイズ (7cm× ¬lcm)―・300円

(あ申し込み 。あ間い合わせ )

)中縄県統。十1′ヵ会  TEL098-866-2054

役場合画振興課 TEL56-2刊 01

自動車税の澪納
整理強化月間中

まだの方は、お早めに最寄りの銀行、

農協等で納めてください。

問い合わせ先

自動車税は自動車税事務所、各県税事務所、

支庁県税課

軽自動車税は役場住民課



村
内
小
、中
学
校
で

九
月
二
十
五
日
今
帰
仁
中
、

二
十
七
日
湧
川
小
、

二
十
八
日
天
底
小
、
△，
帰
仁
小
、兼
次
小

元
気
よ
く
最
後
ま
で
走
る
、
親
子
で
協
力
し
て
走
る
、

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽
し
く
踊
る
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目

標
を
か
か
げ
た
秋
季
大
運
動
会
が
村
内
各
小
中
学
校

で
開
催
さ
れ
た
。

Ｏ

「輝
け
！
青
春

！
我
ら
か
ら
創

り
あ
げ

ろ
　
新
た
な
　
今
帰
仁

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
」
を
テ
ー
マ
に
新
今

帰
仁
中
学
校

（渡
久
地
健
校
長
）

の
記
念
す

べ
き
第

一
回
運
動
会

が
九
月
二
十
五
日
、
同
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

開
会
式
で
生
徒
代
表
の
大
嶺
結

子
さ
ん

全
二
年
）
は
、
「
四
校
統
合

し
て
初
め
て
の
運
動
会

で
プ

レ

ッ
シ
ャ
ー
も
あ
る
が
楽
し
ん
で

す
ご
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

全
男
子
生
徒
が
参
加
す
る
棒

倒
し
や
、
各
学
級
が
競
う
総
カ
リ

レ
ー
な
ど
、
生
徒
が
中
心
と
な

っ

て
取
り
組
ん
で
来
た
練
習

の
成

果
を
力
い
っ
ぱ
い
披
露
し
た
。

一

＞
全
児
童
に
よ
る
「綱
引
き
」

＞
三
年
～
六
年
生
の
「
一
輪
車
リ
レ
ー
」

一

＞

一
年
生
の
里
日
い
海
が
め
」

今帰仁中

今帰仁小

▲3年～4年生の「空手・チャレンジレース」

天麻小

▲3年生の「かけっこ」

Υ   ｀

―サギ科―

大型のサギ。全身が自く、くちばしは黄色 (冬羽)、

足が全イ本的に黒いので写真はチュウダイサギと思われ

ます。

大井川河日、諸志土地改良区のナハガーラ(ナー トゥ)、

今泊海岸 (ク ビリー)等でよく見ることができ、採食
時に首を傾けながらボラの稚魚を追つている姿はユ‐

モアがあります。           ′
村内では約 10種類のサギを確認することができます。

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智)

シリーズ今婦はじ勤雄 ち⑬

ダイサギ
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